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カ ヂキ科魚類 の 習牲 ， 特に ク ロ カヂキ の

産 卵 に 就 い て

中　村　廣　司　H ｛roshi 　N △ KAMURA

臺 灣 總 督 府 水 産 試 験 楊

　 カ ヂ キ 科魚類の 習性，就中そ の 生 活史 に 就 い て 知 られ た 事實 は極 め て 乏 し くr 特 に マ カ ヂ

キ 屡 jf眦 廨 σ の 魚類の 産卵 蟹性 に 關 して は ，殆 ん ど何 も知 られ て ゐな い や う で ある 。他の 屬

の 種 類，皀防 ，フ ウ ラ イ カ ヂ キ 箔 伽 ゴ踟 鶴 ビ婀 ア1｛画
・
碑 歯 TAX 凪 孟

， 及 バ セ フ カ ヂ キ ．燼 珈 乃θ罵

齢 画 ll8（］］EIFYIN （
’
1（ 蕊 5iiCITLsG｝；L ）に 就 い て ，臺灣近海 南 支那 海及南洋方 両等 に於 い て 槻

察 され た事 實の 二 三 に 關 し て は ，
既 に 筆者（中村

t32
，

’37
，
　

t38
，働 ，は こ れ を報告 した が ， 今 囘

初 め て マ カ ヂ キ 麕 の 一一pt−1 ク ロ カ ヂ キ 」∫‘軸 旅 ）：
，1｛e：−a．）’“　 （．lol｛D ．t）（ ＆ SNYI）EK ） の 黙 卵 に 就 い

て 槻察す る 機會 を得た ，同 時 に パ セ フ カ ヂ キ の 逢卵 に就 い て も夏 に 萩な 事 實 を得 た の で
，併荊

鼓 に 報告す る。

　 ク ロ カ ヂ キ の 豪 灣 附近 に 於け る分布歌 態に 就 い て ， 筆者 （巾村
’38 ）は ， 臺 灣附近 に は本種

の 分 布 は他 種 に 比 し て 少 い こ と
， 漁期の 末期 ，即 ち ，

2 卜’j乃至 3 月頃 次第に 漁 獲の 壌撫す る傾

向を有す る こ と ， 昭 1n12 年 7 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　
・ ．

乃至 9 月に 實施 さ馳 た，臺 灣聰

督 肩 水産試験場灰 羈 乃 試験鷲照

南丸 に よ る 延 繩 漁業試験に 於て

知 1，得た範 團で ぱ ， こ の 罅 甥に

比 律賓東海 に 濃密に 分衛 し て ゐ

る こ と ， 及 び そ の 時 期 に は雌 雄

の 割合 に顯著 な差 異が あ iJ
， 全漁

獲物の po ％ 以 上 を 雄 が 占 め る

こ と等 を述 べ たが ， 照 南丸 の 漁

業 試驗以 後 に 於 て は ， 比 律賓束

海 の 漁場 に出漁 す る 高 雄根據 の

漁鶴 は急激 に壌翻 し ，
5 月頃 か ら

本種 が 盛 ん に 漁獲 され る や う に

な つ た の で
， 夏 季比 律賓東海 の

黒潮 流 域 に 本 種が 濃密 に 分 布 し

て ゐ る こ とは 愈 々 明瞭に な つ た。

　 昭和 15 年 5 月 建 日か ら 26

H に 至 る期間 ｝ 筆曹ぱ 高雄 市 の 　 　 　第 1 圖 漁揚圖 ・ 操業 地 點 ◎ 熟 卵 及 び 幼 魚探 集地黥

動 抱學 耗誌 ．第 う5 卷 第 1 號．畷 郵 1f｝年 （】9．“）
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　漁業 家田村寅吉氏の 厚意 ic　k り， 同斥所有 の 第 ．11 號 成田丸 （1 O 噸 ， ．200 馬力 ， 脂長前薗一
’

駈 〉硬 乘す 磯 會を得 第燭
・紬 毎甌 鮒 嶺 莚撒 熱 囓 す る調査縱 事 した。

　調査 の 目的は別 に あつ た の で あ るが ，偶 k5 月 18 日 に ク ロ カ ヂ キ の 成熟卵巣卵 を得 た。これ

　は最初 の 記録で ある。

　　こ の 航海 は，マ グ ロ Th，IJII・IUtS 　o7
’deflttilig・

を 目的 と した もの で あつ たが ，
ク ロ カ ヂ キ の 漁獲は

　總計 15 尾 で あつ た 。操業海區が 岸に近接 し て ゐた關係で
， ク ロ カ ヂ キ の 釣獲は 少 か つ たが r

　 もつ と沖合 で 操業 す れ ば ， 恐 らくもつ と多 くの 釣獲iが あ つ たで あ らう こ とは ， 照南丸の 試驗結

　果 と實 際の 業 船 の 成績か ら想艨 され る．

　　こ れ等 の 漁獲物の 内臓を調査 す る こ と は許 さ れ な か つ た の で
， 生 殖腺の 成熱 の 欺態や ，雌雄

　比 を確め る こ とは不可能 で あ つ たが
，

こ の 1 尾は鮫 に襲はれ て 内臟を露出 して ゐたの で ，偶々

　そ の 卵 欒卵 が成熟 して ゐ る こ と を發 見 した。槻測資料は次 の 通 りで あ る。

　 　　 漁獲時 目　昭 和 15 年 5 月 18H17 時

　 　 　 f魚獲位置　　18022 ’）「，　　1230　　03’E ．

　 　 　 水 　　色　 1

　 　 　 透　LJj　慶　　／t8 ；ll

風 　　　向　S．E ．微 風

氣　　　　温 　　29，
00

　（8　時）　29。
Ol

　（12　畔寺）

水

　 鹽 分 量

　 pH 　　　　　　　　　　　　一

以 上 は
’
tE午 に 於 け る觀測 で ある

。

　 　 （lm

温 　　29．°6

　 　 34．47

10　ll129

．0334

．47

25m29

．00534

、478

．：／

50m2s

．033452
75m2

ア．0434

．52

　 83

loom26

．04

　こ の ク ロ カ ヂ キ の 體長は吻部 を除 い て 1900mm で あつ た 。尾柄 ， 腹部 及背部 の數ケ 所 を鮫

に 喰 はれ て ゐた の で
， 體 高の 測定 は不可能で あつ た 。卵巣は そ の 後端の 一部 を鮫 に喰 ぴ 取 られ

て ゐ たが ，そ の 長 さは略 ≧ 500 皿 m あ り ， 長徑 は lz  拒 m ，短徑 は略 k　 84　mm と測 定 され た。

　成熟卵巣卵 は殆 ん ど無 色透明で ，油球 は 1 個で ，僅 に黄 色 を帶ぴ ， そ の 形 は 小 さ い が ，光 線

の 屈折度 を異に す る ため頗る顯著で あ る。油球 を 申心 と して
， そ の 周園ICは 不定形 の 雲状の 稍

”

々 不透 明な部分が 存在 して ゐ る。卵膜 に は何等 の 構造 も見 られす ， 卵 は 完全 な球 形で あ る ．フ

ォ ル マ リ ン で 固定 した卵の 直徑 は   ．8mm 乃至 α 9　mlu で あ る （第 2 圖 c ）。

　フ ウ ラ イ カ ヂ キ及 バ セ フ カ ヂ キ の 成熟卵災卵 と，本種 の それ と比較す る と
， 大 き ざ には殆 ん

ど差異ぽ認 め られない が ，色彩 には稍 々 差 異が 認め られ ， 前二者 の 場合に は 黄色の 度合が幾 分

強 く， 特 に フ オ ル マ リ ン で 固定 した もの に於 て 顯著で あ る 。
フ オ ル マ リ ン で 固定 した 本種の

卵は ，
殆 ん ど白色で

，
フ オ ル マ リ ン 液 も殆 ん ど無色で あ る の に 比 して

， 前二 者で ぽ卵は ， 生時

よ りも遙 に黄 色の 度 強 く帶黄 白色 と な IJ　
，

フ オ ル マ リン 液 も稍 々 濃 い 黄色 を呈 して ゐ る ，叉

油球 に も差異が 認 め られ，フ ウ ラ イ カ ヂ キ で は，稍 々 大 きな油 球が 2 個存在 して ゐ る （第 2 鬪

a ），
バ セ フ カ ヂ キ で は油球が稍 々 大 き く， そ の 直徑は ， 卵自體 の 直徑 の 0．2 乃 至 0．3倍で （第

2 固 b ），
90 個 の 甼均は 0．27 倍 とな つ て ゐ るが ， 本種で は 0．2 乃至 O．28 倍で 720 個 の 平 一

均値は 0．2，1 倍 と な つ て ゐ る。

ノ
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　既 に 述 べ たや うに ，漁 獲 され た ク ・ カ ヂ キ の 全部 に就い て ， 生殖腺 を 調査す る こ と は不 可

龍 で あつ た し ， 又 こ の 時期に 高雄 に 水揚 され る もの に就 い て 調査 した こ と もな い の で ．推測 に

過 ぎ ぬ が ， 恐 ら くこ の 時 嫐 こ ， ク 吻 ヂ キ 眦 律賓束海 で 産卵 す る もの で あ ら う と 考 へ られ
る。こ の 推 測 を一裏書す る と 考 へ られ る他 の 事 實 と して は ， 三垂（に述 べ る や うな現 象が

， 不充分 で

．は あ るが
．
觀察 され て ゐ る

。

　　 　　 　 　　 　　 a 　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　c

　　　　　第 2 開　U ・フ ウ ラ イ カ ヂ キ （TEb ・｛cpliixics ・昆争乙9膵 証〜rO5 ∫痒の の 熟卵 ，　 b． バ シ

　　　　　
ヨ ウ カ ヂ キ 〔み‘坤 1醐 … 71・i・” XagYs） の 熟卵 ，　 ・・． ク ・ カ ヂ キ （燕 慮 擁

　 　 　 　 　 7’zαξ砺
‘
〔り　の 熟募日　　× 35

臺灣に 端 され て ゐ る カ ヂ 癲 に 就 い て は ， 從來 の 調査 に於 て
， そ の 雌 雄 の 割合 に 顯著な

差 異が あ る ら し 偲 関 ・た の 碓 目 して ゐ たが ，こ れ 等 に 闊す る 購 的 な調 査 磯 練 く謹
に 昭和 14 年 翌 月 中蘇澳 で 1 回 ，

15 年 3 月に 高雄 で 1 担i下記 の 調査 結果 を得 た の み で ある d

調 査資料が 乏 し い の で 澗 よ 晦 ラ騰 な こ と は蓮 べ 得 な い が 護 才し等 の 事 實 と，　 VJヂ キ 類の 康
卵 と の 間に は 釘等か の 隧聯が 存 左 す る や つ 1こ 愚考 され，る．

　　第 ユ 表　　蕉嵩奥に ／於け
一
る 雌 堆 比

（紹 和 14 年 12 月　12　口〜26　巨調 査 ）

　 　　 　 1♀
汐 カ ヂ キ b
… ヂ “f’
・ カ ヂ ・i；

44599

’

4115

92 ％
『

s ；％

5廴％

50％

73％
’

2ア％

　 第 3 表　　高 誰 に 方ミ
・
け る 縣自堆 比

σ 1玉和 1δ 一律三 3 月　］2　日〜19　口 調 査 ）

・ ・ … 1；
・ ・ カ ヂ 鴫
・ カ ヂ ・｛1

．
り】

S

−

．昌
）

「
D

「
D

，
η

11

「
わ

の
O

ノ
0

ρ
戸

←
’δ

！
び弓f

％52
〆

σ

ρ．ノ84

％

％

1戸0
　

η

O

蘇澳 と高 雄 と で は 漁 具認 融 及 1鯣 蛭 然異 に して ゐ る ． 眺 滴 雄で は 漣 縄漁業 で あ
る か ら餌 をB」ひ て 鋤 蓮し ・ 1ω ヨカ ・ ら翌年 罰 頃迄 1よ， 漁嗾 錠 と し て 献 那 海で

， 轍 カ ヂ

キ を 目的 と して ，朋 乃 至 4Mc は交 匡岐 那 誨 有島滑岸方 面 に 出漁 して ゐ る
． 蘇 澳で ぱ 殆 ん

ど突捧漁業 で ，水 面 を游泳 し て ゐ る もの を銛 を lliひ て 漁獲 し， そ の 出漁海區は 臺灣東海の 距

岸 30 浬 内外で あ る・そ tLiSk， こ の 二 つ の 場髄 比 較 す る こ とは 困難で 域 1ま杢 憮 意 味 で あ

る と も考 へ られ るが 讖 い て 上暾 して 見 る と ，
ク 効 ヂ キ ぽ 12n ・iC於 て も 3 月に 於 て も，

叉 漁具や 漁法 や漁場 の 韃 に 騨 ・」ら竃 雌雄略 挿 帳 な 害恰 で 漁獲 され て ゐ る． シ 。 カ ヂ キ

で は
，

3 翫 で は 12 月 に比 して 稍 々 雄 の 出現が 獪 加す る 傾向が 觀 られ ，
こ の 傾 向は マ カ ヂ キ

に 於 て は一暦顯 著で あ る・然 し上述 の 事 柄 は ， 蘇澳及 高雄 鯲 け る雌雄上躙 年 の 變化 と浦 支

那 湖 囓 荐す る カ ヂ 噸 と ， 臺 灣東海 の それ と の 相瞭 係が 鸚 弸 ・る ま で は ， 單 な る假 詮
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で あ つ て 1駆 に か ・ 膝 實力欟 察 さkして ゐ る と い ふ に過 ぎSU こ とは もと よ 1，で ある ・　 　 ’

扨斯樣に丿 ・ カ ヂ キ は臺鯨 海に於 て も 献 那海 鯲 て も ・2 月に も 3 肛 も雌 雄

略 。 1磁＿の 害1洽 で 漁獲さA
・
・て ゐ る力揃 に記 した や うに 詔 和 ・2 年 7 肋 至 咀 照軌 が

比律賓聴 で 鍵 した もの で は鰤 ・壓倒的 に 多 くなつ て ゐ る
・

こ の 漁業試脇 こ 於 て 鍛 した

ク 。 カ デ キ は ・67   6 ，そ 卿 蝿 ｛轍 の カロ害 ｝・ よつ て 雌雄不 明 で あつ たカ
；

， 勸 の 163 尾

は 凡 て 開腹 さ れ て ，餌料 と生殖 腺が 調査 さ れ た e　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雄 は

一般 に 生殖腺が 相 當に

　　　　　　　 第 3 表 　ク P カ ヂ キ の 雌雄 比 　　　　　　　　發逹 し ， 中に は精液 を分泌 し

　　　 （昭 和 12 年 7 月乃 至 9 月 比律賓 東 海 に 於 け る 調査 ）　　　 て ゐ る もの も見 られ ，そ の 發 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 雄

全 　　數
　　　　　 尾　　鍛　　百 分 率

一、＿ 1＿
雌

尾 釧 百 分 率

］6：弓 148 91％ 1う f％

逹 の 程度ぱ冬季臺灣に漁獲 さ

れ る も の よ iJ｝ も顯 著 で あつ

た。雌に も， 肉眼で 卵粒が 明

瞭に なつ て ゐ る 程度 の もの が

數尾見 られ た。

　　第 駿 ど 第 ・表 及 聯 2 表 と 批 較 Y
“
itLば直 ち に ク ・ カ ヂ キ の 雌鰍 力噸 る顯者 に 相

違す る こ とを知 り得 る 。同時 に そ の 比 は他 の 2種 の それ と全然正 反對に なつ て ゐ る こ と も知

・ り得 る，

　　數 量が 少 く， 資料 と して の 價値 も從而 充 分 とは云 へ な い が ，
カ ヂ キ 類 の 雌雄 比に 關 し 、 海南

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島近海 で 得 ら れ た資料 に次 の

　　　　　　　　 第 4 表　シ ロ カ ヂ キ の 雌雄 比
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 如 き もの が あ る 。

　　　　　　　 （昭和 14 年 7 月 7 日〜10 日調査 〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 雄

“ 數 E 剰 百 郷

．
16 12 7b

雌

尾　　數　　百 分 率

L4
　　 　　 第 5 表 　バ セ フ カ ヂ キ 堆雄 比

”
　（昭 和 14 年 7 月 7 日〜16 日調査 ）

25

　　　　1　　 雄

” 數

「ff ・ ・ 分 ・

雌

13　　，

尾　　數　　百 分 率

6 46
戸
’ 54

　海南 島近海は 3 月及 4 月頃

高雄根據 の 漁般 の 出漁場 で あ

る。高雄 に 於 け る 3 月の 調 査

結果 と ， 第 4 表 と を比較 すれ

ば シ ロ カ ヂ キ の 雌雄比は逆に

な つ て ゐ る こ とを 知 り得 る 。

バ セ ブ ヵ ヂ キ は産卵 中で ， 放

卵 中の 魚 2 尾 を得 ， 叉 5nun
　　　　　　　 h

乃至 6 皿 m の 稚魚を同 一海區

で 採集 した の で
， 該魚が 産卵

期 にあ つ たこ とは明瞭で ある 。

禽筆者 （中村
’40）が ，海南島近

海で 觀察 した處で は ，
バ セ ブ

カ ヂ キ の 産卵は雌雄 1番で 行 は れ ， 産卵 IC際 して は追尾 の 習性 を有す る もの と認 め られ る。カ

デ キ 科魚類の 他の 種類が バ セ フ カ ヂ キ と同樣な産卵習性 を有す る もの と考 へ る と ，雌雄比 が

斯 の 如 く顯著で あ る こ とは甚 だ不合理 で あ る と 云 は な くて は な ら叺 他の 時季に 於 け る調査

資料が ない の で 斷定的な こ とは云 ひ 彳辱ぬ が 沙 くと も 産卵 騨 あ る バ セ フ カ ヂ キ で は雌雄が

略 々 同一の 割合で 漁獲 さ れ て ゐ る。
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　第 2 表 と第 4 表 と を比 較す れ ば 明 なや う に ， 同一
海區に 於 い て

， 同一漁法に よつ て ， シ ロ カ

ヂ キ の 雌雄比 は 全 く正 反封 に な つ て ゐ る。 こ の 事 實は
， 木種が 雌雄に よ り食性を異 にす る も

の で な い こ と を示 して ゐ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　以 上 の 結果 を綜 合す れ ば，臺灣近湖 こ 於 け る シ ロ カ ヂ キ や ク ロ カ ヂ キ の 顯 著な 雌雄比 の 變

化 は ， 漁場 漁具 漁法等 の 變化 に よ る もの で 7；　〈， 蚕 く季 蔀的な變化 に よ る もの と 斷 じな く

て はな らぬ 。而 して ，バ セ フ カ ヂ キ の 箆卵習性 と ，
シ ロ カ ヂ キ 及 ク ロ カ ヂ キ の 雌雄比 の 變化 の

爿婿｝こと を睨み 合せ る と
， 斎卵場附近 の 海區に 於 て 雌雄 比 の 變化 を生す る時期は ， 恐 ら く」

これ

等 の 魚類 の 産卵期 を中心 とす る で あ らう と考 察 され る a ク ・ カ ヂ キ に就 い て これ を擬 れ ば ，臺

灣に 於 て は ，
3 月迄 は調 査資料 は甚 だ 少 い が ，雌 雄略 女 同標な 割合で 漁獲 さ れ る が ，

71 ｛乃 至

9 月に は 雄が 壓詞 的に 多 くな り， 5 月 IS 口 に は成熟卵巣力驃 集 され て ゐ る の で あつ て ，上 邇

の 所論 の 安常性 を示 す もの 玉 如 く思 惟 さ れ る。果 して 然 らば ，
7 月乃 至 9月に

， 比島東海 に 於 け

る雌雄比 が 顯 著に 變化 し て ゐ る こ と は ， 本種が それ以 前に 産卵す る もの で あ る こ と を示 す も

の と云 ふ べ く謁 月頃比律賓 東海に 於 て 産卵す る 否性 を有 す る もの とな す傍 證た り得 る わ け

で あ る。同樣 に して シ ・ カ ヂ キ の 産卵 も豫爾 推測 され て ゐ たや う に 5 月 頃海南島近海で 行は

れ る こ と も確實性
・
を塘す わ け で あ る。

　5 月 19H に は熟卵 を有す る バ セ フ カ ヂ キ が 釣獲iされた a これ もク ロ カ デ キ と 同樣 に鮫の

害 を受 け て ゐた の で
， 黙 卵を有す る こ とが 知れた の で あ る。毎 冴 19 時頃 に 25

’
分乃至 30分

聞幼 魚網 を 曳航 し て 表面 採集 を な したが ，

’
そ の 採 集物 中か ら2 尾の べ セ フ カ ヂ キ の 幼 魚 を得 ・

た そ の 大 い さは 5 粍 及 12 粍で あ る。これ等 の 事實か ら
，

バ セ フ カ ヂ キ は こ の 時期 に比 律賓

東海 に於 て も葎卵 しつ S あ る こ と を知 つ た 。稚 魚の 採集 さ れ た地 點 と 月 日 は次 の 通 りで あ る。
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1♪ 中村廣司 ，
1932

，
バ セ フ カ ヂ キ の 熟卵 に 就 て ，本 誌 44，244．　 2）　　　　　 1937

， 臺灣近 海の ヵ ヂ

キ 科 魚 類 の 習 性 ・特 に フ ウ ラ イ カ ヂ キ に 就 て ， 本 誌 49，23 〔1・　　 3）　一・　　　 ユ興8．臺灣近海産旗魚顛

調査報告 ， 臺灣水試報肯 玉o 號・　 4）　 ．一一　 19｛∩〆 セ フ カ ヂ キ の 産卵 M ’ltiC就 て ， 本 誌 52，296．
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